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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は本研究の目的は、妊娠糖尿病既往女性の２型糖尿病発症予防のための
セルフケア行動に影響を及ぼしている要素を明らかにすることである。本研究では、妊娠期に妊娠糖尿病の診断
を受けた女性を対象に産後2～5日、産後1か月、および産後6か月の3つの時期にわたってインタビューを実施
し、２型糖尿病予防のための食事や身体活動といったセルフケア行動に対する意識、セルフケア行動に影響する
要因を調査した。その結果、妊娠糖尿病女性の産後の２型糖尿病予防のためのセルフケア行動を促進・維持する
ためには，定期的な外発的動機付けの機会が必要であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to identify factors that influence self-care 
behaviors to prevent the development of type 2 diabetes in women with a history of gestational 
diabetes.In this study, women diagnosed with gestational diabetes during pregnancy were interviewed 
over three time periods (2-5 days postpartum, 1 month postpartum, and 6 months postpartum) to 
investigate their attitudes toward self-care behaviors such as diet and physical activity to prevent
 type 2 diabetes and factors affecting self-care behaviors. The results suggest that regular 
extrinsic motivational opportunities are necessary to promote and maintain self-care behaviors to 
prevent type 2 diabetes in postpartum among women with gestational diabetes.

研究分野：看護学　助産学　女性の健康

キーワード： 妊娠糖尿病　セルフケア行動　産後6か月　２型糖尿病予防
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、2型糖尿病ハイリスク者であるGDM既往女性の出産後6か月までの生活行動と意識を縦断的に調
査したことにより、糖尿病予防のセルフケア行動を促進・継続するためには、定期的な外発的動機付けが必要で
ることが明らかになったことである。この結果を活用することで、女性の自己効力感を維持できることが期待で
き、加えてGDM既往女性特有の心身の変化に寄り添うケアと、糖尿病予防のセルフケア行動を促進するための教
育的・心理的援助を実現することとを可能にし、産後のウィメンズヘルスケアと、慢性疾患医療費削減にもつな
がることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
糖尿病は、妊娠期においても稀有なことではなくなり、全妊婦のおよそ 12.1％が妊娠糖尿病
であると推計されている。妊娠糖尿病は母体の長期予後として、糖尿病発症の危険因子であり、
相対的な発症のリスクは 7.4 倍といわれている。 
妊娠糖尿病（Gestational Diabetes Mellitus ; 以下 GDM）は、「妊娠中にはじめて発見、また
は発症した糖尿病にいたっていない糖代謝異常」である。GDM は、社会環境の変化に伴う肥満や、
高齢出産の増加が影響している。GDM の既往がある場合、ない女性と比べて 15 年後には約 40％、
23 年後には約 73％が将来的に糖尿病を発症するといわれている２）。また、出生した児の将来の
糖尿病、メタボリック症候群発症にも関係するといわれている。一方で GDM 既往女性は、適切な
体重管理や定期的な運動といった生活習慣により、2型糖尿病の発症リスクが大きく低減するこ
とも報告されている。そのため GDM 既往女性は、産後も糖尿病に対する正しい知識をもち、食事
や運動などの生活習慣に気を配り、糖尿病を発症しないための長期的なセルフケア行動が非常
に重要となる。しかし、妊娠中に GDM と診断されても、産後には糖代謝が正常に戻るため、定
期的な受診が不要となり、多忙な家事や育児生活を迎えることも重なり、出産後の継続的なフォ
ローアップはされていない。そのため出産後の GDM 既往女性の生活行動を解明して糖尿病発症
予防のための介入方法を検討する必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、妊娠糖尿病女性の糖尿病予防のためのセルフケア行動に対する自己効力感
を高め、エンパワメントを引き出す周産期のケアを実現することである。具体的には、２型糖尿
病予防のためのセルフケア行動に影響を及ぼしている要素を縦断的な調査により解明し、発症
予防のためのセルフケア行動を促進するケアプログラムを開発する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、GDM の診断を受け出産した女性を対象に、産後 2～4日（産後入院中）と産後 1か
月（1 か月健診時）、および産後 6 か月の時点の合計 3 回の、インタビューガイドを用いて半構
造化面接を実施する。 
産後 2～4 日では「GDM 治療中（妊娠期）のセルフケア行動のプロセス」と「セルフケア行動
に影響を及ぼす可能性のある要素（妊娠糖尿病の診断を受けてから出産までの治療の過程にお
ける困難の有無と、有無別の理由やその後の経過、治療に対する自己効力、児に対する感情など）」
について面接調査を実施する。産後 1か月では、「出産から産後 1か月までのセルフケア行動の
プロセス」と「セルフケア行動に影響を及ぼす可能性のある要素（2型糖尿病ハイリスク者であ
る認識、セルフケア行動の必要性の認識や自己効力、セルフモニタリング、ソーシャルサポート
など）」について面接調査する。産後 6か月では、「産後 1か月から 6カ月までのセルフケア行動
のプロセス」と「セルフケア行動に影響を及ぼす可能性がある要素（2型糖尿病ハイリスク者で
ある認識、セルフケア行動の必要性の認識や自己効力、セルフモニタリング[身体症状、体重･血
糖測定]、就業状況、ソーシャルサポートなど）」について面接調査する。 
これらの縦断的に得られたデータから、各時期のセルフケア行動の特性を明らかにし、概念化
を行う。 
 
 
４．研究成果 
(1)出産後 2～4日の GDM 女性の意識 
妊娠糖尿病の診断を受けてから出産までの期間の血糖コントロールのプロセスについて、産
後 2～4日の女性 10名にインタビューした。妊娠糖尿病女性は、「糖尿病家系」であることや、
「飲酒習慣の変化」等に診断に至った要因を探っていた。また、「小麦だから上がる」、「食べる
量は同じでも、食べる順番」と、食事の内容や方法によって血糖値の変動が大きいことを経験則
から発見し、血糖値を確認しながら自分に適した食事療法を見いだして実践していた。さらに、
医師からの死産や奇形といった児へのリスクの説明や、自己血糖測定値の評価を受けることは、
「油断しそうになった」時に血糖コントロールを厳格に継続する契機となっていた。 
出産後には、「多少、頭の中に（2 型 DM 発症の）リスク」が残っており、「糖尿病になるともっ
と我慢が続く」ことを危惧して、セルフケア行動を実践することを意識していた。 
 これらより、妊娠糖尿病の女性は、糖尿病家系であることや、自身の糖質の多い食習慣や飲酒
習慣が原因と自分の生活を振り返りながら診断に至った経緯を探求していた。診断後は、自己血
糖測定の値を確認しながら、食べるものを選択し、低糖質メニューや食材の置き換え、調理方法
を変更するなどして、自分なりのルールに従って自分に適した食事の工夫をしてセルフケア行
動を行っていた。医師からの指導を受けながら、妊娠中の子どもへの影響を真摯に受け止めるこ
とが血糖コントロール継続の原動力になっていた。またストレスや不安に対して、理解と共感を
示してくれる身近な存在も継続のモチベーションになっていた。 
 出産後も妊娠中に実践した 2型糖尿病予防のための食生活を継続しようと考えていた。 



 
(2)出産後 1か月の GDM 女性の意識と行動 
 対象者は、「昼夜問わず 3時間おきの授乳」をしながらの生活を過ごしていた。「野菜がすごく
好きになった」、「実家の味付けが濃い」と、妊娠中に実践していた食事による嗜好や味覚の変化
を感じていた。産後 1か月間は、「外に出られていない」生活を送っていたが、今後は「糖尿病
予防というよりは健康・ダイエットのため」に、「野菜が多め」の食事と併せて、「子どもとの散
歩」や、「ストレス発散のための外出」をしていこうと考えていた。2型糖尿病については、「透
析になったら大変」、「合併症がでてくる病気」と思っているが、「多分、普通に生活していれば
ならない」という意識をもっていた。また、「糖尿病になる確率が子どもも（自分と）同じくら
い」であることから、子どもの将来の健康を意識した対応の必要性を考えていた。 
これらより、産後 1か月の女性は、育児を行いながら妊娠中と大きくは変わらない食生活を継
続していた。今後も無理のない範囲で妊娠中に実践していた食生活を続けて、お散歩など日常生
活の中で活動量を拡大していこうと考えていた。また 2 型糖尿病のハイリスク者であるという
自覚はあるものの、妊娠期に比べて厳格な対応の必要性や危機感が薄れてきており、楽観的に受
け止めているようであった。しかし、次世代にリスクが伝播することには危機感を持っており、
子どもへ気遣う姿勢が伺えた。 
 
(3)出産後 6か月の GDM 既往女性の意識と行動 
 対象者は食べる順番や、野菜中心の食事は心がけているものの、出産後は気を抜いて、妊娠中
に我慢していたリバウンドと育児生活のストレスで甘いものをつい食べてしまったり、ご飯を
食べ過ぎてしまっていることを自覚していた。産後 1か月時の OGTT の結果が正常範囲であった
ことにより、妊娠中ほどの危機感は持っていなかった。また母乳によるカロリー消費があるので、
母乳育児期間中は食べても大丈夫であると認識していた。身体活動については児の成長ととも
に活動範囲を広げようと考えてはいるが、2 型糖尿病予防を意識しての行動予定ではなかった。 
 これらより、産後 6か月の女性は、糖尿病予防のために気をつけなければいけないと思ってい
るが、妊娠期と比べるとハイリスク者である危機感は希薄となっていた。また現在の血糖値等が
不明なこともあり自分は大丈夫と主観による楽観的な判断をしていた。加えて産後 1 か月の検
査結果が問題なかったことにより、以降の定期検査の必要性を強く認識していなかった。食生活
行動においては、よくないと気にはしているが、甘いものをつい食べていたり、先に野菜を食べ
たりバランスのよい食事を作る、子どもと散歩するなど今できることを無理のない範囲で実施
していた。 
 
(4)2 型糖尿病のハイリスク者である意識は産後 6 か月には薄れてきており、セルフケア行動が
実践できていないことが明らかになった。セルフケア行動の継続には外発的動機づけの機会を
定期的に設けることの必要性が示唆された。 
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